
　当金庫総代改選にあたり、総代候補者氏名を掲示期間令和8年10月15日から令和8年10月29日まで掲示し
た結果、定款第28条の定めによる異議の申出がなかったことから、定款第29条の定めに基づき下記氏名の
会員が令和8年12月1日以降の当金庫総代として選出されましたので掲示します。
　　　　　　　　　　　　　　　（任期：令和8年12月1日～令和11年11月30日）

 会 員 各 位
  

記

第 1区 25名　千葉市（中央区、若葉区、緑区）

森山　浩一 加賀　一明 鈴木　吉晴 関根　洋一　　 塙　良太郎　　 福井　晶一　  　望月　泰伸

内山　義衛 水野　浩利　　 　   真野　匡章 丹羽　誠 浦田　直門 片岡　伸介 鈴木　敬二　  

花澤　直輝 藤代　忠実 大塚　勝之 田村　真光 小澤　康夫 新城　早人　 秋葉　俊司

荒川　宰 戸村　聡 本橋　英樹 新留　宏範

第 2区 13名　千葉市（稲毛区、美浜区）、四街道市

大越　隆郎　  川島　良人 渡邉　英大 黒川　恵史　　 金子　達也 中根　亮一 佐藤　肇

佐藤　宣仁　　 佐藤　康弘　　 清水　直人 篠﨑　正二　　 伊藤　健彦 迎　一彦

第 3区 12名 千葉市（花見川区）、習志野市、船橋市、八千代市、市川市、鎌ケ谷市、浦安市

黒子　恭伸　　 田岡　宏久 森元　一隆　　 三橋　治久　　 池田　潔 箕輪　晃 栗原　健一

御園　淸彦　　  林　留夫 加藤　義信 岡本　信夫 鈴木　良夫

第 4区 19名　市原市、夷隅郡大多喜町

大矢　　仁　 角谷　太一 守屋 謙一郎　 山崎　克哉 原地　利忠　　 深山　康彦

宮寺　由貴　　 秋元　城次 上村　輝男     千葉　祐巨    夏井  宏一郎 始関　太郎 西村　直樹

長田　博正 原　　藤一　   関野　誠治　　  鶴山　孝行    須田　和道

第 5区  8名　袖ケ浦市

浜名　洋一　　 茂木　和仁　　 松本  央　　　 露﨑　利行　　 前田 慎太郎   蛭田　憲広　　 進藤　通孝

矢田　高裕

第 6区 15名　木更津市

宮﨑　際 折戸　豊輝 石川　純一 山村　隆 木内　髙茂 鬼頭　俊裕 石井　知明　　 

鈴木　竹男　   船木　瑞穂 渡部　正和 三枝　正和　　 多田　公俊     齋藤　治男 竹本　秀幸　　 

青木　泰陸

第 7区 11名　君津市

齋藤　良一　　 苅込　昌俊 野村　進一　 　 秋元　直人　　 磯部　友昭 宮 　 邦洋　　 津田　哲也

梶尾  憲一郎　  鈴木　正行   松崎　哲也 安田　学

第 8区　8名　富津市、館山市、鴨川市、南房総市、安房郡

金子　光晴 岡田　良弘 髙橋　裕之 藤江　貞晴 藤野　健次郎　 石綿　礼敏 笠原　文善

森田　勝則

第 9区 21名　成田市、佐倉市、白井市、松戸市、流山市、柏市、我孫子市、印西市、香取市（旧佐原市に限る）、印旛郡

茨城県取手市（旧取手市に限る）、稲敷郡河内町、北相馬郡

山本　豊一　　 近藤　正之　　　倉田　知広　　 田中　健一 石𣘺　幸太郎 滝澤　直樹 長谷川　一人

平山　秀樹 宮﨑  廣一郎    宮村　亮祐 藤﨑　秀幸 市沢　裕明 沼田　紀代美 森田　修司

橋本　哲夫 目等　研二 上村　英生 香取　信靖　　　横田　浩昌 菊川　一平 平野　伸一

第10区 12名　八街市、富里市、東金市、茂原市、山武市、旭市（旧香取郡干潟町に限る）、大網白里市、香取市、山武郡（横芝光町は、

旧横芝町に限る）、長生郡、香取郡、茨城県稲敷市（旧稲敷郡東町に限る）

荒木　大輔 髙木　秀夫　　 蓮見　高円 生形　健一 福田　昌広  　　眞行寺　純一 小川　保

榊原　吉明 地引　聡一 渡邊　大介 内田　大介 藤﨑　祥弘

    合計144名

   以  上

  (氏名順不同、敬称略）

総代氏名掲示

          令和　8年　11月　4日
         千葉市中央区中央２丁目４番１号

          千　葉　信　用　金　庫
  理 事 長  石 橋  英 樹


